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Abstract: This research aims to clarify the actual condition for the management of the community salons based on
two cases in Himeji city and to consider the social role carrying out to the region and the subjects to be solved. In
the case study, we conducted participant observation and interview survey for users and staffs of community salons.
The subjects of community salon are summarized to the following four points.
① Excessive load to staff, ② Scarcity of the exchange between generations, ③ Immobilization of user, ④ Difficulty
of feedback of user's opinion.





は男性が 78.79歳，女性は 86.35歳に達している 。主に
乳児と高齢者の死亡率が低下したことにより，各年齢の
平均余命が大きく伸び，長寿社会をもたらした。世界保
健機関（WHO）では，65 歳以上の高齢化率が 7 ％を超
え，14 ％未満の社会を「高齢化社会」，14 ％以上の社会
を「高齢社会」と定義している。日本はというと，1970











の約 218万人から 11年間で約 2倍以上に拡大している。
要介護の状態は，経済的負担となるだけでなく，当事者
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 1997（H9） 2000（H12） 2003（H15） 2005（H17） 2009（H21） 
高齢者 3,159 12,669 32,314 32,522 43,714 
精神障害者 43 52 111 119 153 
知的障害者 － － 89 90 161 
身体障害者 － － 159 214 225 
子育て家庭 58 236 2,183 3,337 4,518 
複合型 － － 2,062 2,719 3,417 
その他 99 215 250 495 445 
計 3,359 13,172 37,168 39,496 52,633 
社会福祉協議会活動実態（基本）調査（全社協）より  
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として取り扱うこととする。
また，サロン活動の今後の方向性として，全社協は大
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 N サロン M サロン 
開設時期 2010 年 10 月 2011 年 10 月 
開催日時 第 3 月曜日 
10:00～12:00 
第 2 日曜日 
10:00～12:00 
活動場所 N 集落公民館 M 集落公民館（2 箇所） 
参加費用 100 円 100 円 
スタッフ数 10 人 20 人 
利用者数 約 30 名 約 40 名 
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するために，2012 年 9月から 12月に利用者，スタ
ッフを対象としてにインタビュー調査を行った。調
査の概要は以下の通りである。
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